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１．はじめに 

近年、コスト面や施工性の観点から、液状化対策

や軟弱地盤対策としてセメント系地盤改良がよく用

いられるようになった 1）。セメント系改良土は、砂

質地盤に含まれる細粒土（粘土・シルト）の割合に

よって、せん断波速度などの諸性質が著しく異なる

ことが指摘されている 2）。本報では、細粒土含有率

がセメント系改良土の一軸圧縮強度に及ぼす影響を

配合試験により検討した。 

２．セメント系改良土の配合試験 

細粒土含有率（Fc）をパラメータとして配合試験

を行い、径φ50 ㎜×高さ H100 ㎜の改良土供試体を

作製した。ここに細粒土含有率（Fc）は、用いた土

質試料（砂と粘土）に対する粘土の重量百分率で定

義した。 

セメント系改良土の配合表を表 1 に示す。ここに、

含水比は本来の自然地盤を考慮して、文献 2）を参

考に 160％に設定した。また、水／固化材比はセメ

ント系地盤改良工事ではやや小さ目の 80％とした。

これは、配合試験の都合上、細粒土含有率が最小の

試験ケース（Fc=5％）で砂が分離しないようにする

ためである。なお、固化材は一般のセメント系地盤

改良工事でよく用いられる高炉セメントＢ種とした。 

配合試験の一覧を表 2 に示す。同表に示す通り、

配合試験でパラメータとした細粒土含有率は、

Fc=5,10,20,30,50,70,90％の 7 ケースとし、それぞ

れ Fc に応じて土質試料の砂と粘土を配合した。こ

こに、砂は珪砂４号（粒径：0.6～1.2 ㎜）、粘土は

カオリンＴＡ（粒径：0.002～0.02 ㎜）を用いた。

各試験ケースにおける供試体数は 1 材齢あたり 4 体

とし、一軸圧縮試験を 1,3,7,14,28,56 日の 6 材齢

で行うことにした。 

３．セメント系改良土の一軸圧縮強度 

所定材齢ごとに供試体の一軸圧縮試験を行った。

試験結果の一覧を図 1 に示す。ここでは材齢ごとに、

Fc に対する 4 体の一軸圧縮強度（qu 値）をプロッ

トし、その平均 qu 値を点線で示した。これより、

まず 1 日材齢では、Fc が 50％以上で qu 値が大きく

なる傾向を示す。これは粘土として用いたカオリン

が吸水したことで、見掛けの水／固化材比が一時的

に低下したためと考えられる。しかしながら、材齢

の進行に従い、Fc が大きくなると qu 値は低下し、

設計強度に相当する 28 日材齢では、Fc の増加に従

って qu 値は緩やかに低下する傾向が見られる。 

図１で示した平均 qu 値を、材齢ごとに Fc との関

係で整理すると図 2 のようになる。これから分かる

ように、28 日材齢になると、Fc が増加するに従い、

すなわち細粒分が多くなるに従い、平均 qu 値は低

下する傾向にある。これは、砂質土に比較して粘性

土の透水性が低く、また固化時に“ダマ”ができ易

いことから、均等に固化しないためと考えられる。

最後に、材齢と平均 qu 値との関係を図 3 に示す。

これより、平均 qu 値は 28 日材齢を超えても、緩や

かであるが増加の傾向を示す。これも粘性土の透水

性が低いことによる影響と考えられる。 

４．まとめ 

細粒土含有率がセメント系改良土の一軸圧縮強度

に及ぼす影響を検討した。その結果、細粒土含有率

が高くなると、一軸圧縮強度は低下の傾向を示すこ

とが分かった。したがって、細粒分を多く含む地盤

の改良工事では、強度の発現に十分注意する必要が

ある。 
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含水比 水／固化材比 
固化材 

添加量 
土使用量 

160％ 80% 10kg 5kg 

細粒土 

含有率 

(Fc) 

土（kg） フロー値 

(㎜) 

温度 

（℃） 

密度註) 

(g/㎤) 砂 粘土 

5% 4.75 0.25 378.0 27.2 1.84 

10% 4.5 0.5 333.5 26.9 1.81 

20% 4.0 1.0 271.0 26.9 1.80 

30% 3.5 1.5 234.0 26.9 1.78 

50% 2.5 2.5 188.5 26.8 1.92 

70% 1.5 3.5 147.0 27.0 1.76 

90% 0.5 4.5 104.0 27.1 1.72 

図１：一軸圧縮試験結果の一覧 

表１：セメント系改良土の配合表 

表２：配合試験の一覧表 

図２：細粒土含有率(Fc)と平均 qu値の関係 

図３:材齢と平均 qu値の関係 
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b）３日材齢
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c）７日材齢
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d）１４日材齢
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e）２８日材齢
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